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まえがき 

 

土木学会 鋼構造委員会 鋼構造継続教育推進小委員会では、若手など初級・中級技術者や上級技術者でも専門分野外の基礎

技術を習得するための継続教育（ＣＰＤ）を目的として、これまで鋼橋の設計、施工、維持管理などに関するさまざまなテーマで

基礎講座を毎年２回実施してきました。 

今回、第45回鋼構造基礎講座として「建設DX，i-Constructionが創る未来～業界の取り組み最前線～」を企画しました。 

建設業界は、労働人口の減少や技術革新への対応など、大きな課題を抱えています。そうした課題を解決するために、建設

DX（デジタルトランスフォーメーション）やi-Construction（イノベーションによる生産性向上）への取り組みが進められ

ています。 

本講座では、建設DX，i-Constructionの基礎知識に加えて、発注者、建設コンサルタント、ファブリケーター、管理者そ

れぞれの立場での業界の最新動向や具体的な取り組み事例などを、鋼構造に限らず幅広く紹介する講義構成としました。建

設業界の未来を担う人材や、建設DX，i-Constructionに興味のある方に方々にとって手助けとなる有意義な講習会になるこ

とを切望しております。 
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委員長  大垣 賀津雄 
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